
議案番号 件　　　　　　名 頁 摘　要

172
豊岡市職員の給与に関する条例及び豊岡市一般職の任期付職員
の採用等に関する条例の一部を改正する条例制定について

3

173
豊岡市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例
制定について

11

174
豊岡市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例制定について

17

　（令和２年11月30日）

令和２年第７回豊岡市議会(定例会)
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第172号議案 

 

   豊岡市職員の給与に関する条例及び豊岡市一般職の任期付職員の採用    

   等に関する条例の一部を改正する条例制定について 

 

 豊岡市職員の給与に関する条例及び豊岡市一般職の任期付職員の採用等に関する

条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

 

  令和２年11月30日提出 

 

豊岡市長 中 貝 宗 治  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（理由） 

 人事院勧告に準じて、職員の期末手当の支給割合を改定するため。 
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豊岡市条例第   号 

 

   豊岡市職員の給与に関する条例及び豊岡市一般職の任期付職員の採用等に関

する条例の一部を改正する条例 

 

 （豊岡市職員の給与に関する条例の一部改正） 

第１条 豊岡市職員の給与に関する条例（平成17年豊岡市条例第51号）の一部を次

のように改正する。 

  第28条第２項及び第３項中「100分の130」を「100分の125」に改める。 

第２条 豊岡市職員の給与に関する条例の一部を次のように改正する。 

  第28条第２項及び第３項中「100分の125」を「100分の127.5」に改める。 

 （豊岡市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正） 

第３条 豊岡市一般職の任期付職員の採用等に関する条例（平成24年豊岡市条例第

55号）の一部を次のように改正する。 

  第９条第２項中「100分の130」を「100分の125」に、「100分の170」を「100分

の165」に改める。 

第４条 豊岡市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を次のように改正

する。 

  第９条第２項中「100分の125」を「100分の127.5」に、「100分の165」を「100

分の167.5」に改める。 

   附 則 

この条例中第１条及び第３条の規定は公布の日から、第２条及び第４条の規定は

令和３年４月１日から施行する。 
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   豊岡市職員の給与に関する条例及び豊岡市一般職の任期付職員の採用等に関

する条例の一部を改正する条例案要綱 

 

１ 改正の内容 

⑴ 豊岡市職員の給与に関する条例（第１条関係） 

   令和２年12月期の期末手当について、支給割合を100分の130から100分の125

に改めること。（第28条関係） 

 ⑵ 豊岡市職員の給与に関する条例（第２条関係） 

   令和３年６月期以後の期末手当について、支給割合を100分の125から100分

の127.5に改めること。（第28条関係） 

 ⑶ 豊岡市一般職の任期付職員の採用等に関する条例（第３条関係） 

   特定任期付職員の令和２年12月期の期末手当について、支給割合を100分の

170から100分の165に改めること。（第９条関係） 

 ⑷ 豊岡市一般職の任期付職員の採用等に関する条例（第４条関係） 

   特定任期付職員の令和３年６月期以後の期末手当について、支給割合を100

分の165から100分の167.5に改めること。（第９条関係） 

 

２ 附則 

この条例中第１条及び第３条の改正規定は公布の日から、第２条及び第４条の

改正規定は令和３年４月１日から施行すること。 
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豊
岡
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表
（
第
１
条
関
係
）
 

現
行
 

改
正
後
（
案
）
 

（
期
末
手
当
）
 

（
期
末
手
当
）
 

第
28
条
 
略
 

第
28
条
 
略
 

２
 
期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
10
0分

の
13
0を

乗
じ
て
得
た
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
以
前
６
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
を
次

の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と

す
る
。
 

２
 
期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
1
00
分
の
1
2
5を

乗
じ
て
得
た
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
以
前
６
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
を
次

の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と

す
る
。
 

⑴
～
⑷
 
略
 

⑴
～
⑷
 
略
 

３
 
再
任
用
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
10
0分

の

13
0
」
と
あ
る
の
は
「
10
0分

の
72
.5
」
と
す
る
。
 

３
 
再
任
用
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
10
0分

の

12
5
」
と
あ
る
の
は
「
10
0分

の
7
2
.
5」

と
す
る
。
 

４
～
６
 
略
 

４
～
６
 
略
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豊
岡
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表
（
第
２
条
関
係
）
 

現
行
 

改
正
後
（
案
）
 

（
期
末
手
当
）
 

（
期
末
手
当
）
 

第
28
条
 
略
 

第
28
条
 
略
 

２
 
期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、

1
00
分
の
1
25

 
を
乗
じ
て
得
た
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
以
前
６
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間

を
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た

額
と
す
る
。
 

２
 
期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、

1
0
0
分
の
1
2
7
.
5
を
乗
じ
て
得
た
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
以
前
６
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間

を
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た

額
と
す
る
。
 

⑴
～
⑷
 
略
 

⑴
～
⑷
 
略
 

３
 
再
任
用
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
10
0分

の

12
5 

」
と
あ
る
の
は
「
10
0分

の
72
.5
」
と
す
る
。
 

３
 
再
任
用
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
1
0
0分

の

12
7.
5」

と
あ
る
の
は
「
1
0
0分

の
7
2.
5」

と
す
る
。
 

４
～
６
 
略
 

４
～
６
 
略
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豊
岡
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表
（
第
３
条
関
係
）
 

現
行
 

改
正
後
（
案
）
 

（
給
与
条
例
の
適
用
除
外
等
）
 

（
給
与
条
例
の
適
用
除
外
等
）

 

第
９
条
 
略
 

第
９
条
 
略
 

２
 
特
定
任
期
付
職
員
に
対
す
る
給
与
条
例
第

26
条
、
第

27
条
第
１
項
及
び
第

28
条

第
２
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
給
与
条
例
第

26
条
及
び
第

27
条
第
１
項
中

「
規
定
す
る
職
に
あ
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
規
定
す
る
職
に
あ
る
職
員
及
び
豊
岡

市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

24
年
豊
岡
市
条
例
第

55
号
）
第
２
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
」
と
、
給

与
条
例
第

28
条
第
２
項
中
「
10
0分

の
13
0」

と
あ
る
の
は
「
10
0分

の
17
0」

と
す
る
。 

２
 
特
定
任
期
付
職
員
に
対
す
る
給
与
条
例
第

26
条
、
第

27
条
第
１
項
及
び
第

2
8
条

第
２
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
給
与
条
例
第

2
6条

及
び
第

2
7
条
第
１
項
中

「
規
定
す
る
職
に
あ
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
規
定
す
る
職
に
あ
る
職
員
及
び
豊
岡

市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

2
4
年
豊
岡
市
条
例
第

55
号
）
第
２
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
」
と
、
給

与
条
例
第

28
条
第
２
項
中
「
10
0分

の
1
2
5」

と
あ
る
の
は
「
10
0分

の
1
6
5」

と
す
る
。 

３
～
５
 
略
 

３
～
５
 
略
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豊
岡
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表
（
第
４
条
関
係
）
 

現
行
 

改
正
後
（
案
）
 

（
給
与
条
例
の
適
用
除
外
等
）

 
（
給
与
条
例
の
適
用
除
外
等
）

 

第
９
条
 
略
 

第
９
条
 
略
 

２
 
特
定
任
期
付
職
員
に
対
す
る
給
与
条
例
第

26
条
、
第

27
条
第
１
項
及
び
第

28
条

第
２
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
給
与
条
例
第

26
条
及
び
第

27
条
第
１
項
中

「
規
定
す
る
職
に
あ
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
規
定
す
る
職
に
あ
る
職
員
及
び
豊
岡

市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

24
年
豊
岡
市
条
例
第

55
号
）
第
２
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
」
と
、
給

与
条
例
第

28
条
第
２
項
中
「
10
0分

の
12
5 

」
と
あ
る
の
は
「
10
0分

の
16
5 

」
と

す
る
。
 

２
 
特
定
任
期
付
職
員
に
対
す
る
給
与
条
例
第

26
条
、
第

27
条
第
１
項
及
び
第

2
8
条

第
２
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
給
与
条
例
第

2
6条

及
び
第

2
7
条
第
１
項
中

「
規
定
す
る
職
に
あ
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
規
定
す
る
職
に
あ
る
職
員
及
び
豊
岡

市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

2
4
年
豊
岡
市
条
例
第

55
号
）
第
２
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
」
と
、
給

与
条
例
第

28
条
第
２
項
中
「
10
0分

の
1
2
7
.5
」
と
あ
る
の
は
「
1
0
0分

の
16
7
.
5」

と

す
る
。
 

３
～
５
 
略
 

３
～
５
 
略
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第173号議案 

 

   豊岡市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例制定に    

   ついて 

 

 豊岡市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例を次のように定め

る。 

 

  令和２年11月30日提出 

 

豊岡市長 中 貝 宗 治  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（理由） 

市長等の期末手当の支給割合を改定するため。 
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豊岡市条例第   号 

 

   豊岡市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 

 

第１条 豊岡市長等の給与及び旅費に関する条例（平成17年豊岡市条例第49号）の

一部を次のように改正する。 

  第３条第３項中「100分の225」を「100分の220」に改める。 

第２条 豊岡市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を次のように改正する。 

  第３条第３項中「100分の220」を「100分の222.5」に改める。 

   附 則 

この条例中第１条の規定は公布の日から、第２条の規定は令和３年４月１日から

施行する。 
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   豊岡市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例案要綱 

 

１ 改正の内容 

 ⑴ 豊岡市長等の給与及び旅費に関する条例（第１条関係） 

   令和２年12月期の期末手当について、支給割合を100分の225から100分の220

に改めること。（第３条関係） 

 ⑵ 豊岡市長等の給与及び旅費に関する条例（第２条関係） 

   令和３年６月期以降の期末手当について、支給割合を100分の220から100分

の222.5に改めること。（第３条関係） 

 

２ 附則 

この条例中第１条の規定は公布の日から、第２条の規定は令和３年４月１日か

ら施行すること。 
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豊
岡
市
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表
（
第
１
条
関
係
）
 

現
行
 

改
正
後
（
案
）
 

（
給
与
）
 

（
給
与
）
 

第
２
条
 
略
 

第
２
条
 
略
 

第
３
条
 
略
 

第
３
条
 
略
 

２
 
略
 

２
 
略
 

３
 
市
長
等
の
期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、

10
0
分
の
2
25
を
乗
じ
て

得
た
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
以
前
６
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在

職
期
間
を
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ

て
得
た
額
と
す
る
。
 

３
 
市
長
等
の
期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、

1
0
0
分
の
2
2
0
を
乗
じ
て

得
た
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
以
前
６
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在

職
期
間
を
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ

て
得
た
額
と
す
る
。
 

⑴
～
⑷
 
略
 

⑴
～
⑷
 
略
 

４
 
略
 

４
 
略
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豊
岡
市
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表
（
第
２
条
関
係
）
 

現
行
 

改
正
後
（
案
）
 

（
給
与
）
 

（
給
与
）
 

第
２
条
 
略
 

第
２
条
 
略
 

第
３
条
 
略
 

第
３
条
 
略
 

２
 
略
 

２
 
略
 

３
 
市
長
等
の
期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
10
0分

の
22
0 

 
を
乗
じ

て
得
た
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
以
前
６
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の

在
職
期
間
を
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗

じ
て
得
た
額
と
す
る
。
 

３
 
市
長
等
の
期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、

1
0
0
分
の
2
2
2
.
5
を
乗
じ

て
得
た
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
以
前
６
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の

在
職
期
間
を
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗

じ
て
得
た
額
と
す
る
。
 

⑴
～
⑷
 
略
 

⑴
～
⑷
 
略
 

４
 
略
 

４
 
略
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第174号議案 

 

   豊岡市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改

正する条例制定について 

 

 豊岡市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

を次のように定める。 

 

  令和２年11月30日提出 

 

豊岡市長 中 貝 宗 治  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（理由） 

 会計年度任用職員の期末手当の支給割合を改定するため。 
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豊岡市条例第   号 

 

   豊岡市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例 

 

第１条 豊岡市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例（令和元年豊岡

市条例第８号）の一部を次のように改正する。 

  第12条第１項に後段として次のように加える。 

   この場合において、給与条例第28条第２項中「100分の125」とあるのは、「100

分の130」と読み替えるものとする。 

  第22条第１項中「第28条第４項」を「第28条第２項中「100分の125」とあるの

は「100分の130」と、同条第４項」に、「とあるのは、」を「とあるのは」に改め

る。 

第２条 豊岡市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を次のよ

うに改正する。 

  第12条第１項後段を削る。 

  第22条第１項中「第28条第２項中「100分の125」とあるのは「100分の130」と、

同条第４項」を「第28条第４項」に、「とあるのは」を「とあるのは、」に改める。 

   附 則 

この条例中第１条の規定は公布の日から、第２条の規定は令和３年４月１日から

施行する。 

-19-



   豊岡市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例案要綱 

 

１ 改正の内容 

⑴ 豊岡市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例（第１条関係） 

   令和２年12月期の期末手当の支給割合について、給与条例の100分の125を100

分の130に読み替えること。（第12条、第22条関係） 

 ⑵ 豊岡市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例（第２条関係） 

   令和３年６月期以後の期末手当について、給与条例の規定を準用すること。

（第12条、第22条関係） 

 

２ 附則 

この条例中第１条の改正規定は公布の日から、第２条の改正規定は令和３年４

月１日から施行すること。 
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豊
岡
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表
（
第
１
条
関
係
）
 

現
行
 

改
正
後
（
案
）
 

（
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
）
 

（
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
）
 

第
12
条
 
給
与
条
例
第

28
条
か
ら
第

30
条
ま
で
（
第

28
条
第
１
項
後
段
を
除
く
。
）

の
規
定
は
、
任
期
の
定
め
が
６
月
以
上
の
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
 

第
12
条
 
給
与
条
例
第

2
8条

か
ら
第

3
0
条
ま
で
（
第

2
8条

第
１
項
後
段
を
除
く
。
）

の
規
定
は
、
任
期
の
定
め
が
６
月
以
上
の
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
給
与
条
例
第

2
8条

第
２
項
中
「
1
0
0分

の

12
5
」
と
あ
る
の
は
、
「
1
0
0分

の
1
30
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
 

２
・
３
 
略
 

２
・
３
 
略
 

（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
）
 

（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
）
 

第
22
条
 
給
与
条
例
第

28
条
か
ら
第

30
条
ま
で
（
第

28
条
第
１
項
後
段
を
除
く
。
）

の
規
定
は
、
任
期
の
定
め
が
６
月
以
上
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
給
与
条
例
第

28
条
第
４
項

 
 
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
中
「
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基

準
日
現
在
（
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
に
あ
っ
て
は
、
退
職
し
、
又
は
死
亡

し
た
日
現
在
）
に
お
い
て
職
員
が
受
け
る
べ
き
給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合

計
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
日
現
在
に
お
い
て
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

会
計
年
度
任
用
職
員
が
受
け
る
べ
き
報
酬
の
月
額
（
日
額
又
は
時
間
額
に
よ
り
報

酬
を
受
け
る
場
合
に
は
、
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
月
額
に
換
算
し
た
額
）
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

 

第
22
条
 
給
与
条
例
第

2
8条

か
ら
第

3
0
条
ま
で
（
第

2
8条

第
１
項
後
段
を
除
く
。
）

の
規
定
は
、
任
期
の
定
め
が
６
月
以
上
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
給
与
条
例
第
28
条
第
２
項
中
「
1
00
分

の
12
5」

と
あ
る
の
は
「
1
0
0分

の
1
30
」
と
、
同
条
第
４
項
中
「
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基

準
日
現
在
（
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
に
あ
っ
て
は
、
退
職
し
、
又
は
死
亡

し
た
日
現
在
）
に
お
い
て
職
員
が
受
け
る
べ
き
給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合

計
額
」
と
あ
る
の
は

 
「
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
日
現
在
に
お
い
て
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

会
計
年
度
任
用
職
員
が
受
け
る
べ
き
報
酬
の
月
額
（
日
額
又
は
時
間
額
に
よ
り
報

酬
を
受
け
る
場
合
に
は
、
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
月
額
に
換
算
し
た
額
）
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

 

２
・
３
 
略
 

２
・
３
 
略
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豊
岡
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表
（
第
２
条
関
係
）
 

現
行
 

改
正
後
（
案
）
 

（
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
）
 

（
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
）
 

第
12
条
 
給
与
条
例
第

28
条
か
ら
第

30
条
ま
で
（
第

28
条
第
１
項
後
段
を
除
く
。
）

の
規
定
は
、
任
期
の
定
め
が
６
月
以
上
の
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
給
与
条
例
第

28
条
第
２
項
中
「
10
0分

の

12
5
」
と
あ
る
の
は
、
「
10
0分

の
13
0」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
 

第
12
条
 
給
与
条
例
第

2
8条

か
ら
第

3
0
条
ま
で
（
第

2
8条

第
１
項
後
段
を
除
く
。
）

の
規
定
は
、
任
期
の
定
め
が
６
月
以
上
の
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
 

２
・
３
 
略
 

２
・
３
 
略
 

（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
）
 

（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
）
 

第
22
条
 
給
与
条
例
第

28
条
か
ら
第

30
条
ま
で
（
第

28
条
第
１
項
後
段
を
除
く
。
）

の
規
定
は
、
任
期
の
定
め
が
６
月
以
上
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
給
与
条
例
第
28
条
第
２
項
中
「
10
0分

の
12
5」

と
あ
る
の
は
「
10
0分

の
13
0」

と
、
同
条
第
４
項
中
「
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基

準
日
現
在
（
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
に
あ
っ
て
は
、
退
職
し
、
又
は
死
亡

し
た
日
現
在
）
に
お
い
て
職
員
が
受
け
る
べ
き
給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合

計
額
」
と
あ
る
の
は

 
「
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
日
現
在
に
お
い
て
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

会
計
年
度
任
用
職
員
が
受
け
る
べ
き
報
酬
の
月
額
（
日
額
又
は
時
間
額
に
よ
り
報

酬
を
受
け
る
場
合
に
は
、
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
月
額
に
換
算
し
た
額
）
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

 

第
22
条
 
給
与
条
例
第

2
8条

か
ら
第

3
0
条
ま
で
（
第

2
8条

第
１
項
後
段
を
除
く
。
）

の
規
定
は
、
任
期
の
定
め
が
６
月
以
上
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
給
与
条
例
第

2
8
条
第
４
項

 
 
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
中
「
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基

準
日
現
在
（
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
に
あ
っ
て
は
、
退
職
し
、
又
は
死
亡

し
た
日
現
在
）
に
お
い
て
職
員
が
受
け
る
べ
き
給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合

計
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
日
現
在
に
お
い
て
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

会
計
年
度
任
用
職
員
が
受
け
る
べ
き
報
酬
の
月
額
（
日
額
又
は
時
間
額
に
よ
り
報

酬
を
受
け
る
場
合
に
は
、
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
月
額
に
換
算
し
た
額
）
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

 

２
・
３
 
略
 

２
・
３
 
略
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